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　19ア2年に設立された iFCPO （lntematlOnalFederatiOnfOn　Oe 厂＞lcai　PathOlOgy　and

OOIposoODy ）はコ ルポ診の所貝分類法を制定 し ， わが国 で もそれを用い て きたが ， 子宮

頚癌発生に HPV が関与 していること，子筥頚部以外の病変診断へ の応用などが問題 とな

り ， それに見合う新 しい分類が1992年 ／周 の D 一
マ 大会に発表され た．E】本婦人科病理 ・

コ ルポス
．
」ピー学会ではこれを受けて慎重に検討 した結果，これを採択 し日本語訳とし改

郡コル ポスコ ピー
標 準図譜 （中外医学社）をTll行して いる e な お この分類と用語 につ いて

は，騒不産 科婦入 科学会で も合憙が得ら れて いる．

　こ こで述べるコル ポ診の 所 見は 目常た びた び遭遇する所見 と塰要な限 られ た所見につ い

て のみ簡単に説繊彰る ため、…羊細 は上記図譜を参考に されたい．

　 纂
≡ 熈

　：］ルポ診はた だ覗けばよいとい うものではない．次の丁順で行う．

4．− 1ルポ診の 瓠 こ細胞診を行 うこ と

2．前処置 として必ず 2〜 3驚の酢酸水を塗布す る （酢酸加工 ＞

3．塗布 して から約20秒闘放置する

4．…次釁 界 （Scuarno−Ooiしlm 鬮 rJI 割 ¢ tior1＝ ＄（⊃」　籟車 七皮 と 円柱 上皮 の 境界線）を

　探す

5．SCJ の内側 （移行帯）を観察する　　　　　　　　・

6．sOJ が頚管の 内部にあ っ て みえ な いときは開〔〕摂子を用い て頚簷内部を観察する

A。正常所見 NoPmal 　Oo ［Dosco 〔）［c 　F［ndings

　1）簾平上皮 Origlnal　SQUamOUS 　EOithellUm

　2）円柱上皮 COIumnar　Epltheilum

　3）移行帯 NOrma 「TpansfOrmatiOn 　ZO ［］G．

B．異常所見　Abnopmal 　Oobo ＄cOoic 　Findings

　1）移行 帯内

　　a ．白色上皮 Acetowhite　ep 「thelium（W ）

　　　a − 1扁平型 　Flatt（W 「）

　　　a
− 2微小乳頭型 MicropaDiHary（Wp ）Or 　MicrOcOnvoluted

　　　a − 3腺口型 AtyDical　Gland （Wg ）

　　b．赤点斑 punotatrOn （p）

　　C ．モザイク MOsalC （：M ）

　　d．白斑 LeukoDl∂F〈ia （L）
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　 　 　 　　 　 　 　 注）分類 中ア ン ダー
ラ イ ン の 用語 は 新設 され た も の、名 称 の 変更 ，IB分 類 の細 分 類 を しめす
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　e ．異型血管域 Atyoical ＞essel （a ＞）

2）移行帯外 （外頚部 ， 腟，外陰）

　a ．白色 上皮 AcetOwhite 　eP ［t．helium （W ）

　　a ・−1扁平型　Flatt （Wf ）

　　a − 2微小乳頭型　MicrOpaDillary（Wp ）Or 　MicrocOnvoluted

　b。赤点斑 PunctaUon （P ）

　c ．モザイク Mosaic （M ）

　d 。　E≡ヨ斑 Leuko 【）lakia　（L）

　e ．異型血管域 AtyDicai　Vessd （a＞）

◎AOF は軽度 Minor ，高度 MajOn に細分類

C ，浸潤癌所見　Co1DOscoPical［y 　Susoect　1nvasi＞e　CarclnOma （iO）

D 。不 適例 UnSatiSfaCtOry 　OOIpOSCODy （UC ）

Ee その 他の非癌所見 Mscel　IaneOus　Findi∩gs

　　a ．微il、乳頭状病変 Ncn　AcetOwhlte 　MicrOに）a 〔）il［a 「
’
y　Su 「

’face 　（Pa ：））

　 　b。：］ン ジロ ー
マ （OQn ）

　　C．炎症 lnflammatめn （lnf）

　　d．ポリ〜フ Polyp （Po ）

　　e 。萎縮 A七rophy （Aの

　　f．びらiv　ErosiOfi （Er） 躅 真正びらん

　　9 。漬瘍∪…cer （UI）

　　瓦 その 他 Othel・（就 c ）

詣　」 V

　1．扁平上皮は腟壁や孑喜腟部の表面 を本 来霞 っ て いる 平滑で ピンク色 した上皮であ り，

外子宮口 は点状も しくは横線状を呈す．

　2．円柱⊥皮は粘渡を分 泌する 背の 高い 一

層の 上皮で ，突出 した間質乳頭とその間の陥

没による 凹凸の 表面 を覆う．一般には赤くみ

え
「

びらん 」 と呼ぶ が，こ れは上皮 そのも の

で ある た め正 しくは 「仮性びらん 」 である．

　酢酸加工によリ ブトこウの房状にみ える、

　円柱上皮と扁平上皮の境を一次境界と呼ぶ．

　3．移行 帯は扁平上 皮 と 円柱上 皮の 間に あ

り種々の成熱段階にある扁平上皮化生の領域

を指す．化生に囲まれた 円柱上皮や 腺開□ ，

それを覆 っ たために生 じたナボッ ト卵などが

み られる。移行帯と円柱上皮 の境 を二次境界

と呼ぶ．移行帯 は薄い 白色を呈する（写真 D ．

　　 　 （写 頁 1 ）正 常所見
一
移行帯 ↑

透 明 感の あ る 弱 い 白 色 調 を呈 す る 平 坦 な 部 分 が ．円 柱

上皮 を 島 状に 残 しな が ら拡 が っ て い る ．主 に 中 期 か ら

晩期の 扁 平 上皮 化 生 の 像 で あ る ．42Wh．（中拡 大）

’
墨　 簿ρ ”　　7i

　先に述べ たように1992年 ノ月の IFOPC の D 一マ大会【ご発表され たコ ルポ診の所見分類

法を新分類とするな ら ， それ 以前の分類を 旧分類として 比較する と何がどのように，なぜ

改変された かという こ とが理解される．
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　前記の分類用語の うち，下線を引いたもの は名称の変更 ， 新設用語あるい は旧分類を細

分類 した ことを意味 している ．とく に問題 となる 分類につ いて 解説する．

　1．異常所見を移行帯の内と外に分 けた ことで ある．これ に よ っ て CQIposOope は子宮

腟部のみの観察鏡で はなく ， 広く腟壁 ， 外陰の観察にも使用され るべ き内視鏡で あると し

て いる．他方 ， Human 　 Paoilloma 　Virus （HP ＞）による所見があらゆる 領域 1こ発生する

こ とも意味 して いる．

　2．白色 k皮 Acetowhite　 eDithelium は，ただ［ヨいのではな く ， 酢酸加工 によ っ て の

み 白色化する上皮の部分とい う意味で あり ， 白斑と区別 して いる、白斑は強く擦過するこ

とによ っ て 除去される こともある （写真 2）．

　そ れ に対 して 白色上皮は細胞密度や核密度に左右されて発生する．すなわち果敢な細胞

分裂を推定する．

　3．白色上皮 の 細分 類の扁平型 と微 小 乳頭 型 は，HPV に 由来 す る と考 え られ る fiat

cOndybma および spike 　 cOr、dyloma の幼若型 と 推論され たり，異型上皮 の厚みや基底

の 凹凸が原因 と推論 する学者も いる．いすれ にせ よ背景に は dys口asia や neQpiasia が

推定される （写真 3，写真 4）。

　腺〔1型 の みEl本の提案した分類用語であ り増殖細驪の giandular 　 vOluvement の所見

と考え られて い る．腺開日の 周囲がや や摩み の あるリング状で 白くみえる所見で ある （写

真 5），

　4．微小乳頭状病変は表面 に隈局し酢酸加工 を しても白蓮調を霆さす，HPV 駈見と考え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 隠／ttt ’　　．

　　（写頁 2）　∈∋球王　L．　LeukOPlak油！minOi
『

こ の 白 斑 （L＞ は 酢 酸 加 工 な し で み ら れ る が ，罪 薄 で

酢酸 綿 球 の 擦 遇 に よ り 容 易 に 剥 鋭す る （軽 度所 見 ）．53

歳 、　軽 度 異 丹彡成 、　（勇§拡大　’　禾 カロエ ）

（写冀 4 ）微 小 乳 頭型 Wp 　Micropaplllary〆major

白 色 調 上 皮 中 に 小 乳 頭 状 に 隆 起 し た 病 変 で ．酢 酸 加 工

で 墓 盤 に あ る 白色 に比 べ よ り 強い 白 色 調 を呈 す る ．中

心 血 管 は 認 め られ な い ．42歳．上 皮 内癌 ．〔中 拡大 ）

　 　 ：調 　　　§
　 　 啄蟹 讌幅い
些
『・劉 継 諺 ・

　 　 （蓉 真 諺丿 扁平 型 Wf 　 f’ ［at！major

扉 み ： 持 っ た 』 邑上 皮 は光 沢 か な く，や や 帯 藁 芭 を 示

す ，酢 釀 廻 エ 所 見 の 消 褪 は遅 い （高 度 所 見 ）、頚 管 開 ロ

漫 子 を 羂い る と 白色 上 皮 上 限 を 確 か め る こ と が で きる ．
37歳 ．上 皮 内 癌．（中 拡 大 ）
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（写 茣 5 ）腺 臼型 Wg 　 Atypicai　glands ！minor

や や 透 明 感の 残 る 白色 調を 墓 盤 に 多 数 の 腺 開 囗 を 認 め

る ．腺 開 口 を 形 成 す る 部 分 は 平坦 で，臼 色 調 も 基 盤 の

白 色 調 とほ ぼ等 しい ．32歳 ．高 度 異 形 成 ．（中 拡 大 ）
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ら れて いる ．

観　　 憂　羣≡ 攀 ・・≡

　1．赤点斑とは毛細血管 が点状に み え る 限

局性の異常病変で とくに点 と点の間隔が不規

則配列で あ っ たり，点 に大小不 同がみられた

りする．その周辺の異常な細胞増殖を推定す

る （写真 6）。

　2．モザイクとは上 皮下 の基底 膜が細胞増

殖の ため に波状に な り ， さ ら にその 中を栄養

血管が上昇 し ， 個々の バスケッ ト構造の周翻

に毛細血管がネッ ト状 になる 異常病変のこと

で ある tneOolaSia が推定され る （写真 ア）．
　 〔写 真 6 ）赤点斑 P　Punctation，／majo 「

白 色 上 皮 は薄 い が ，喪面 は 隆起 し．掴々 の 赤 点は 大 き

く，そ れ ら は 下 方 でや や 不 規 則 とな り，一部 に 出 血を

み る 〔高 度 所 貝 ）．41歳 ．微 小 浸 潤 癌 ．（強 拡大 ）

　 　 （写真 7 ）モ ザ イ ク M 　（a） mosaic 　　　　　 （写 真 B ） コ ン ジロ
ー

マ Con 　 Exophytic　condyion ［a

典 型 像 ．血 營 に よ っ τ 円形 な い し多角形に 区 画さ れ 7こ　 　 　 酢 酸加 工 に よ リ 白色調を 帯 びた乳頭 状 隆起 か 認 め ら れ

白色 の 上 皮 が モ ザ イ ク状 に 配列 し ぐい る 、48歳．微小 　　 　 　る ，35歳．バ ピロ ーマ ．（甲 拡大 ）

浸 潤癌、（強拡大）

　3．コ ン ジロ
ー

マは HP ＞ による良性所発で外方 発育 の乳頭状 を呈 す．甲 にル ーフ状の

血管を認める こ とが多い （写真 8）v

一
　前述 した 「基本コ ルポ診所見 」 は B 常診療に 日々 遭遇する所見で あり，と くに一次境界

と二次境界をよく認識し， 「新旧分類の対比と問題点」 で は問題と なる根拠を 理解 した う

えで さ ら に
「
その他の重要所見 」 を il意えて いただき た い．

　使用 した写真はすべて 日本婦人科病理 ・コ ルポス コ ピー
学会編の

『

改訂コ ルポスコ ピー

標準図譜 （中外医学社）J より転載し ました．
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